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ごあいさつ

代表取締役社長 兼 CEO
渡辺 雄一郎

みなさまにおかれましては、ますますご清栄のこととお

慶び申し上げます。

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当社は2015年10月1日をもち
まして創業10周年を迎えること
ができました。創業以来今日まで

当社を支えていただきましたす

べてのお客さまやお取引先さま、

また株主のみなさまに心より感

謝を申し上げます。

10周年を迎えた当上期における当社グループの業績
は、売上高が11,632百万円、営業利益は1,584百万円と
前年同期と比べて193%増となりました。親会社株主に
帰属する四半期純利益につきましては165百万円となり
ました。

DRAMを中心としたメモリ系テストからスタートし、
ロジック製品を始め様々な挑戦をしてきた当社は、この10
年を節目とし、刻々と変化するビジネス環境に迅速かつ柔
軟に対応すべく、テスト事業に集中し、新たなテスト需要の
掘り起こしとビジネスの拡大に努めてまいります。グルー
プ全体がこれまで以上に変革と挑戦を続けることにより
企業価値を高め、さらに強靭なテラプローブを作り上げて
いきたいと思いますので、株主のみなさまにおかれまして
は、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2016年3月期 第2四半期 業績ハイライト

2014年3月期
第2四半期累計

2015年3月期
第2四半期累計

2016年3月期
第2四半期累計

1,584 1,554 2016年3月期より
株主優待を
実施いたします

優待の贈呈時期並びに優待内
容については、8Pでご説明いた
します。
なお、本年に限り、創業10周年
を記念し、10周年記念株主優待
も併せて実施いたします。

単位：百万円

売上高 営業利益

2014年3月期
第2四半期累計

2015年3月期
第2四半期累計

2016年3月期
第2四半期累計

経常利益

2014年3月期
第2四半期累計

2015年3月期
第2四半期累計

2016年3月期
第2四半期累計

10,792 10,662
11,632

70

540

49

563

代表取締役社長
渡辺渡辺

当社は

まして創業

ができました。創業以来今日まで

当社を支えていただきましたす

べてのお客さまやお取引先さま

また株主のみなさまに心より感

謝を申し上げます。

株主優待
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ISO9001認証取得

ISO14001、27001認証取得

テラプローブ 

　当社は2005年の創業以来、常に、チャレンジ精神と誇りを
もってビジネスに取り組み、技術を磨いて成長してまいりま
した。これもひとえに株主のみなさまのご支援の賜物と深く感
謝申し上げます。 
　今後も生産の効率性を進め、世界中のお客さまが心から満足
し信頼できるパートナーとして、新たな価値創造に貢献してま
いります。

2005年～2010年
2005年にテラプローブは広島事業所
でDRAMを中心としたメモリ系のテ
ストからスタートし、翌2006年からは
九州事業所でロジック製品のウエハテ
スト、ファイナルテストを行うなど、
着々とテストビジネスを広げてまいり
ました。
2008年には世界的な半導体の生
産 拠 点 で ある台 湾に連 結 子 会 社
TeraPower Technology Inc.を設
立。メモリ、ロジック製品のウエハテス
トを行っています。
2010年12月には東証マザーズへの
上場を果たしました。

10年の軌跡

特集

株式会社テラプローブ
創業

2005

2006

2007

2008

2010

2009

12月

9月

10月

6月

9月

12月広島事業所にてDRAM
ウエハテスト開始

九州事業所にて
ロジック製品

ウエハテスト開始

東京証券取引所
マザーズ上場

九州事業所設立/
オペレーション開始

PTIと合弁会社TeraPower 
Technology Inc.を設立（台湾）

東証マザーズ上場記念セレモニー（2010/12/16）

11月

九州事業所にて
ロジック製品ファイナルテスト開始

9月
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ISO/TS16949
認証取得

OHSAS18001認証取得

TOPICS
2011年～2015年
2011年にWLP関連事業を旧カ
シオマイクロニクス株式会社か
ら承継しましたが、本事業の発展
性の向上と顧客ニーズを考慮
し、2015年9月にアオイ電子株
式会社への事業譲渡を決定いた
しました。
2014年4月に新分野への取組み
としてソフトウェア開発及び要素
技術開発を開始しました。
2015年9月に富士通セミコンダ
クター株式会社とウエハテスト
合弁会社設立に関する正式契約
を締結しました。

　10周年を迎えた当社は、これからも引き続き事業価値の向
上に向け、チャレンジ精神と誇りを持って、ビジネスに取り組ん
でまいります。 
　当期の注目トピックスをお伝えします。

　2015年9月、富士通セミコンダクター株式会社の子会社であ
る会津富士通セミコンダクター株式会社とウエハテスト事業に関
する合弁会社「会津富士通セミコンダクタープローブ株式会社
（仮称）」の設立に関する正式契約を締結いたしました。
　長年にわたり、当社と富士通セミコンダクターグループはウエ
ハテスト委託を通じて強固なビジネス関係を築いてきました。今
回、両社のパートナーシップの強化とさらなる事業の拡大と発展
を目指し、ウエハテスト事業の合弁事業を行うことで合意にいた
りました。
　新会社には会津富士通セミコンダクターウェハーソリューショ
ン株式会社のウエハテスト事業を移管した上、当社が新会社の株
式を35%取得いたします。今後、第4四半期までに必要な手続き
を完了し、営業を開始する予定です。

ウエハテスト事業の
合弁会社を設立

×

テラプローブ 

10年の軌跡特集

2011

2012

2013

2015

2014

TOPICS 2

　2015年9月1日、ウエハレベルパッケージ（WLP）に関する事業
を会社分割（新設分割）により新設会社に承継させたうえで、該
当新設会社の全株式をアオイ電子株式会社に譲渡する基本契約
を締結いたしました。
　今回の譲渡は、顧客ニーズへの対応や将来の発展性の向上の
ため、本事業を譲渡し弊社はテスト関連事業に注力していくため
のものです。
　全株式譲渡日は、2016年4月に予定しております。

WLP事業譲渡の基本契約締結TOPICS 1

10月 6月

3月

2月

6月

WLP事業を開始

先行技術
開発室設立

世界初2000DUT
同時測定

プローブカード

日本マイクロニクス
と共同で高効率テス
ト方法確立
（2014/6/20）

WLP事業譲渡、
ウエハテスト合弁会社

設立を発表

9月

月、富士通セミコンダクター株式会社の子会社であ

合弁会社を設立

×

2月

世界最小の顔認証モジュール、
“TeraFacesTM”モジュール
販売開始（2015/2/24）
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四半期連結財務諸表（要旨） 当第2四半期（累計）の概況

2016年3月期より
株主優待を実施いたします

単位：百万円、単位未満切捨て

■ メモリ事業について
　台湾子会社は、売上高が増加いたしましたが、国内においては、テスト
時間短縮の進展により減少し、売上高合計では減少いたしました。
　一方、一部の設備の償却期間終了により減価償却費が減少したこと
などから利益は増加いたしました。これらの結果、当第２四半期連結累
計期間のメモリ事業の売上高は7,073百万円（前年同期比5.7%減）、セ
グメント利益は1,977百万円（前年同期比17.3%増）となりました。

■ システムLSI事業について
　テスト受託は売上高が大幅に増加し、WLP・BUMP受託も受注増によ
り売上高は増加いたしましたことと、昨年度実施いたしました事業再構
築効果により固定費が減少したことにより利益は改善いたしました。
これらの結果、当第２四半期連結累計期間のシステムLSI事業の売上高
は4,392百万円（前年同期比42.6%増）、セグメント損益は259百万円
（前年同期は567百万円の損失）となりました。

詳細な情報はこちら テラプローブ　ＩＲ資料 検索

四半期連結貸借対照表

科目

流動資産

固定資産

流動負債

純資産

総資産

前期
2015年3月31日現在

14,366

20,958

7,959

23,591

35,324

当第2四半期
2015年9月30日現在

15,414

18,866

6,363

23,443

34,280

四半期連結損益計算書

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

科目

売上高

営業利益

経常利益

親会社に帰属する当期純利益

前第2四半期
2014年4月1日から
2014年9月30日まで

10,662

540

563

△ 114

当第2四半期
2015年4月1日から
2015年9月30日まで

11,632

1,584

1,554

165

科目
前第2四半期
2014年4月1日から
2014年9月30日まで

3,961

△ 4,002

△ 65

7,831

当第2四半期
2015年4月1日から
2015年9月30日まで

2,983

△ 3,421

622

6,970

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の四半期末残高

1単元（100株）以上保有の株主さまに対し、オリジナル
QUOカード1,000円分を贈呈いたします。
（割当基準日は3月末日）

2015年10月1日に創業10周年を迎
えたことを記念し、2015年9月30日
を割当基準日として、10周年株主優
待を実施いたします。
1単元（100株）以上保有の株主さま
に対し、オリジナルQUOカード1,000
円分を贈呈いたします。

10周年記念株主優待

株主優待
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株式情報 会社概要

所有者別分布状況

2015年9月30日現在

役員の状況 （2015年9月30日現在）

発行可能株式総数 30,000,000 株
発行済株式総数 9,282,500 株
株主数  2,058 名

株主名 持株数　 （％）  
マイクロンメモリ ジャパン株式会社 3,680,000 39.64
MSIP CLIENT SECURITIES 1,077,100 11.60
株式会社アドバンテスト 760,000 8.18
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 502,900 5.41
株式会社SBI証券 274,800 2.96
ROYAL BANK OF CANADA TRUST COMPANY  248,900 2.68
BNYM SA/NV FOR BNYM CLIENT ACCOUNT MPCS JAPAN 204,500 2.20
神林　忠弘 120,100 1.29
家島　秀樹 120,000 1.29
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 108,000 1.16

大株主

社　　　　　名 株式会社テラプローブ
 （英文：Tera Probe, Ⅰnc.）
設　　　　　立 2005年8月
資　　本　　金 11,823百万円
従　　業　　員 372名（単体）、642名（連結）
事　業　内　容 メモリ事業 
 DRAM等のメモリ製品のウエハテスト、ファイナルテスト、

テストプログラム開発、WLP・BUMPの受託
 システムLSI事業
 SoC、イメージセンサ、マイコン等　各種半導体製品の

ウエハテスト、ファイナルテスト、テストプログラム開発、
WLP・BUMPの受託

 要素技術の研究/開発
 最先端要素技術の研究、ソフトウェア製品開発/受託開発

2015年9月30日現在

事業拠点

（注） １． 持株比率は自己株式（145株）を控除して計算しております。
 ２． 持株比率は小数点第３位を切り捨てて表示しております。

金融機関 207千株
2.24%

国内法人 4,463千株
48.08%

外国法人等 2,717千株
29.28%

個人その他 1,528千株
16.47%

証券会社 365千株
3.93%

本社・開発センター
（神奈川県横浜市港北区）

九州事業所
（熊本県葦北郡芦北町）
SoC、イメーメーメ ジセジセジ ンサ、
マイコン等のテスト拠点

広島事業所
（広島県東広島市）
メモリ製品のテスト拠点

青梅事業所
（東京都青梅市）
WLP・BUMPの
生産拠点

TeraPower 
Technology Inc.

（台湾新竹縣）
台湾における
テスト拠点テスト拠点テスト拠点テスト拠点

代表取締役社長 渡辺　雄一郎

代表取締役副社長 小平　広人

取締役 横山　毅

社外取締役 萩原　俊明

社外取締役 福田　岳弘

社外取締役 森本　賢治

社外取締役 森　直樹

わたなべ ゆういちろう

こだいら ひろんど

よこやま つよし

はぎわら としあき

ふくだ たけひろ

もりもと けんじ

もり　なおき

常勤監査役 増子　尚之

監査役 檜垣　修

監査役 打越　佑介

ましこ たかゆき

ひがき おさむ

うちこし ゆうすけ


